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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第39期
第３四半期
連結累計期間

第40期
第３四半期
累計期間

第39期

会計期間
自  平成22年４月１日
至  平成22年12月31日

自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日

自  平成22年４月１日
至  平成23年３月31日

売上高 (千円) 10,327,364 9,972,913 13,434,622

経常利益 (千円) 395,553 464,260 487,401

四半期(当期)純利益 (千円) 163,668 302,538 237,013

持分法を適用した
場合の投資利益

(千円) ― ― ―

資本金 (千円) 1,510,530 1,510,530 1,510,530

発行済株式総数 (株) 8,550,400 8,550,400 8,550,400

純資産額 (千円) 4,825,090 5,037,291 4,892,886

総資産額 (千円) 8,613,877 8,229,296 7,970,023

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 19.49 36.02 28.22

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) 8.0 8.0 20.0

自己資本比率 (％) 56.0 61.2 61.4

　

回次
第39期
第３四半期
連結会計期間

第40期
第３四半期
会計期間

会計期間
自  平成22年10月１日
至  平成22年12月31日

自  平成23年10月１日
至  平成23年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 11.62 14.54

(注)１．当社は平成23年３月29日付で連結子会社が清算結了したことにより、第40期第３四半期会計期間末に連結子会社

が存在しないため、四半期連結財務諸表を作成しておりません。また、第39期第３四半期連結累計期間は四半期連

結財務諸表を作成しているため、前第３四半期累計期間に代えて前第３四半期連結累計期間について記載してお

ります。

２．売上高には消費税等は含まれておりません。

３．第39期第３四半期連結累計期間、第40期第３四半期累計期間及び第39期の潜在株式調整後１株当たり四半期（当

期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

４．第39期第３四半期連結累計期間及び第39期は、連結財務諸表を作成しているため、また第40期第３四半期累計期

間については、関連会社がないため持分法を適用した場合の投資利益は記載しておりません。

　

２ 【事業の内容】

当第３四半期累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業

の内容について、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。　
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載

した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

　

業態名 契約内容
契約期間
(年)

加盟料
（千円）

加盟保証金
（千円）

マニュアル
保証金
（千円）

ロイヤリティ
パッケー
ジ料
（千円）

契約
件数

　
１．情報、知識、ノウ
ハウの提供

　 　 　 　 　 　 　

八剣伝

２．店名、商号・商
標・サービス
マーク等の一定
地域における独
占権

５ 1,200 800 50
売上高の
一定料率

― ４

　 ３．経営指導 　 　 　 　 　 　 　

居心伝 同上 ５ 坪数×50 1,000 50 同上 ― １

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

(1) 業績の状況

　第３四半期累計期間における我が国経済は、東日本大震災の復興へ向けた動きにより緩やかに景気の回

復がみられたものの、長引く欧州金融不安を背景とする円高及び株安の進行等の影響により、先行き不透

明な状況が続いております。

　外食産業におきましても、雇用や所得環境の低迷で消費者の生活防衛意識の高まりにより消費マインド

が停滞しているのに加え、外食と中食の垣根を越えた競争もあり、依然として厳しい経営環境が続いてお

ります。

　このような状況の下、当社では「全店昨年以上のお客様にお越し頂こう」を合言葉に、QSCの改善及び

サービース力の向上に努めつつ各種フェアを実施し、集客力の改善を図ってまいりました。

　しかしながら、既存店の来客数は、対前年同期間比で96.2％と目標を達成することが出来ておりません。

この結果、売上高は99億72百万円となりましたが、営業利益は経費管理の効果等により、4億39百万円とな

り、経常利益は4億64百万円、四半期純利益は、3億2百万円となりました。

　なお、前年同四半期は、四半期連結財務諸表を作成し、四半期財務諸表を作成していないため前年同期比

較は行っておりません。

　

(2) 資産、負債及び純資産の状況

　当第３四半期会計期間におきましては、新規出店に伴う有形固定資産の増加などにより、総資産が前事

業年度末に比べ、2億59百万円増加し、82億29百万円となりました。
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　負債は、借入金の返済による減少があるものの、期末日が銀行休業日による買掛金の増加などにより、前

事業年度末に比べ、1億14百万円増加し31億92百万円となり、純資産は四半期純利益による利益剰余金の

増加等により、前事業年度末に比べ1億44百万円増加し50億37百万円となりました。

　

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な事項はありません。

　

(4) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 18,400,000

計 18,400,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成23年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成24年２月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 8,550,400 8,550,400
東京証券取引所
大阪証券取引所
各市場第一部

権利内容に何ら限定のない当
社における標準となる株式で
あり、単元株式数は100株であ
ります。

計 8,550,400 8,550,400― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成23年10月１日～
平成23年12月31日

― 8,550,400 ― 1,510,530 ― 1,619,390
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(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　

(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日（平成23年９月30日）に基づく株主名簿による記

載をしております。

① 【発行済株式】

平成23年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式  150,800
 

―
権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式

完全議決権株式(その他) 普通株式 8,391,900 83,919 同上

単元未満株式
　

普通株式 7,700
　

― 同上

発行済株式総数 8,550,400― ―

総株主の議決権 ― 83,919 ―

(注) 　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が1,400株(議決権14個)含まれ　てお

ります。

　
② 【自己株式等】

平成23年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
マルシェ株式会社

大阪市東成区中本
２丁目13－１

150,800 ― 150,800 1.76

計 ― 150,800 ― 150,800 1.76

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第63号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間(平成23年10月１日から

平成23年12月31日まで)及び第３四半期累計期間(平成23年４月１日から平成23年12月31日まで)に係る四

半期財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

　

３．四半期連結財務諸表について

「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第64号）第５条第

２項により、当社では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目から

見て、当企業集団の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げない程

度に重要性が乏しいものとして、四半期連結財務諸表は作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

(単位：千円)

前事業年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期会計期間
(平成23年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,285,602 1,373,071

売掛金 493,961 669,170

有価証券 － 1,000,124

商品及び製品 41,873 48,598

原材料及び貯蔵品 51,864 60,235

その他 343,001 321,322

貸倒引当金 △20 △20

流動資産合計 3,216,283 3,472,502

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,482,981 1,576,018

土地 1,573,048 1,573,048

その他（純額） 145,320 127,495

有形固定資産合計 3,201,350 3,276,561

無形固定資産 99,465 86,738

投資その他の資産

差入保証金 1,269,342 1,203,519

その他 255,684 271,483

貸倒引当金 △72,102 △81,508

投資その他の資産合計 1,452,924 1,393,494

固定資産合計 4,753,740 4,756,794

資産合計 7,970,023 8,229,296

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 784,314 1,311,396

1年内返済予定の長期借入金 526,025 105,465

賞与引当金 131,000 55,500

その他 743,285 824,266

流動負債合計 2,184,624 2,296,628

固定負債

資産除去債務 218,082 217,175

その他 674,429 678,202

固定負債合計 892,511 895,377

負債合計 3,077,136 3,192,005

純資産の部

株主資本

資本金 1,510,530 1,510,530

資本剰余金 1,619,390 1,619,390

利益剰余金 1,906,782 2,041,329

自己株式 △154,930 △155,126

株主資本合計 4,881,771 5,016,122

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 11,115 21,168

評価・換算差額等合計 11,115 21,168

純資産合計 4,892,886 5,037,291

負債純資産合計 7,970,023 8,229,296
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(2)【四半期損益計算書】
【第３四半期累計期間】

(単位：千円)

当第３四半期累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

売上高 9,972,913

売上原価 4,093,315

売上総利益 5,879,598

販売費及び一般管理費 5,440,257

営業利益 439,341

営業外収益

受取利息 1,118

受取配当金 961

受取家賃 9,615

違約金収入 8,032

協賛金不返還額 7,324

その他 9,844

営業外収益合計 36,896

営業外費用

支払利息 3,094

貸倒引当金繰入額 6,928

その他 1,954

営業外費用合計 11,977

経常利益 464,260

特別利益

固定資産売却益 2,425

特別利益合計 2,425

特別損失

減損損失 77,615

固定資産除却損 12,960

固定資産売却損 13,001

賃貸借契約解約損 9,859

特別損失合計 113,436

税引前四半期純利益 353,249

法人税等 50,710

四半期純利益 302,538
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【会計方針の変更等】

　

　該当事項はありません。

　

【追加情報】

　
当第３四半期累計期間

(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

第１四半期会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬

の訂正に関する会計基準」(企業会計基準第24号  平成21年12月４日)及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関す

る会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第24号  平成21年12月４日)を適用しております。

　

【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

前事業年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期会計期間
(平成23年12月31日)

１　保証債務

　(1) 金融機関からの借入金に対する保証債務

フランチャイズ契約者

（15名）
114,515千円

店舗運営管理委託契約者

（１名）
673

フランチャイズ契約及び

店舗運営管理委託契約者

（１名）

17,603

計 132,791
 

１　保証債務

　(1) 金融機関からの借入金に対する保証債務

フランチャイズ契約者

（18名）
120,008千円

フランチャイズ契約及び

店舗運営管理委託契約者

（１名）

11,688

計 131,696
 

　(2) リース契約に対する保証債務

フランチャイズ契約者（２名） 5,733千円

　 　

　(2) リース契約に対する保証債務

フランチャイズ契約者（２名） 3,751千円

　 　
　 　

　また、上記以外に加盟店の不動産賃貸借契約について

　１件の債務保証を行っております。
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(四半期損益計算書関係)

該当事項はありません。

　

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれんの償却額は、

次のとおりであります。

　

　
当第３四半期累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日)

減価償却費 239,012千円

のれんの償却額 946

　

(株主資本等関係)

当第３四半期累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月19日
定時株主総会

普通株式 100,794 12平成23年３月31日 平成23年６月20日 利益剰余金

平成23年11月10日
取締役会

普通株式 67,196 8 平成23年９月30日 平成23年12月９日 利益剰余金

　

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末

日後となるもの

　　該当事項はありません。

　

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

   当第３四半期累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

　当社は、飲食事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　

EDINET提出書類

マルシェ株式会社(E03278)

四半期報告書

11/14



　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
当第３四半期累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日)

　１株当たり四半期純利益金額 36円02銭

    (算定上の基礎) 　

    四半期純利益(千円) 302,538

    普通株主に帰属しない金額(千円) ―

    普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 302,538

    普通株式の期中平均株式数(株) 8,399,489

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前
事業年度末から重要な変動があったものの概要

―

(注)潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載して
おりません。

　

(重要な後発事象)

　該当事項はありません。

　

２ 【その他】

第40期(平成23年４月１日から平成24年３月31日まで)中間配当について、平成23年11月10日開催の取締

役会において、平成23年９月30日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決

議いたしました。

①  配当金の総額                                 67,196千円

②  １株当たりの金額                                8円00銭

③  支払請求権の効力発生日及び支払開始日    平成23年12月9日

(注)　平成23年９月30日現在の株主名簿及び実質株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行っ

ております。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年２月13日

マルシェ株式会社

取締役会  御中

有限責任 あずさ監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    伊與政　元治    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    桂木　茂　　    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているマル
シェ株式会社の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの第40期事業年度の第３四半期会計期間(平成

23年10月１日から平成23年12月31日まで)及び第３四半期累計期間(平成23年４月１日から平成23年12月31日
まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レ
ビューを行った。

　
四半期財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半
期財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期
財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれ
る。

　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に
対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当
と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、マルシェ株式会社の平成23年12月31日現在の財政状態
及び同日をもって終了する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべ
ての重要な点において認められなかった。

　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
　
　

EDINET提出書類

マルシェ株式会社(E03278)

四半期報告書

14/14


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営上の重要な契約等
	３財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	(1)株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	(2)新株予約権等の状況
	(3)行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	(4)ライツプランの内容
	(5)発行済株式総数、資本金等の推移
	(6)大株主の状況
	(7)議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期財務諸表
	(1)四半期貸借対照表
	(2)四半期損益計算書
	第３四半期累計期間
	会計方針の変更等
	追加情報
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

